
研究力強化への処方箋を
実効性あるものとするた

めに

JST-RISTEX「政策のための科学」プログラム

小泉周

（自然科学研究機構）



複合的な要素による因果ループ図を
作る必要性 政策におけるシステム
エンジニアリングの手法の活用

（政策）
若手研究者を支援

研究職の魅力↓

シニア研究者の雇
用の安定性↓

シニア研究者のモ
チベーション↓

研究人材の確保↓

若手研究者の研究
競争力

若手研究者の雇用
の確保↓

国の研究競争力

若手研究者の長期
的な安定性↓
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鳥谷、白川、小泉、調（2020）
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社会インパクトから、バックキャストで、
基礎研究を評価することの限界
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良いアーリーシーズをみつけ、
集中投資して育てる

１ｖｓ１対応的な橋をつくり、
シーズとニーズの間をつなぐ

一点集中投資モデル
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良いアーリーシーズをみつけ、
集中投資して育てる

１ｖｓ１対応的な橋をつくり、
シーズとニーズの間をつなぐ

将来を予測できず、狙いを定め
てアーリーシーズをみつけ集中

投資は不可能

どことどこをつなげればよいか、
狙いを定めて橋をかけることは

不可能。

問題点
リニアなモデルで語ってはいけない

バックキャストで評価した場合、他の要素な
どを見落としてしまう危険性
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橋だけが、川の渡り方ではない。
多様な人材、シーズの集積＝「厚み」が

あれば、川の渡り方は多様
ある一つに同定不可能

仮説：政策評価における「厚み」形成モデル

分野や機関の枠をこえた
多様な人材、シーズの「集積」
が起きる＝「厚み」の充実

広く多様なアー
リーシーズを支援。

人材育成。

たまたまうまくいった社会インパクトで、基礎研究を評価しない（できない）



社会インパクトプレ社会実装

応用開発研究

基礎研究の発展基礎研究の成長

アーリーシーズ

社会実装

(臨床試験等)

アメリカ型社会インパクトプロセス仮説

• 循環を早く回す

• 輪が沢山ある＝研究の厚み

• 川はあるが，とにかく試しに渡って
みることで，ノウハウを蓄積する
（川が渡りやすくなる）

評価

投資

ノウハウの
蓄積

ここで起業



「厚み」概念
の拡張と、
それを評価に
組み込むこと
の提案

論文等のノレッジの「蓄積」

研究の「多様性」

ノレッジの異分野・異セク

ターへの「広がり」

「アジャイル」な研究活動の

展開



免疫アレルギー領域の日本、欧米の研究助成インパクトの長期的・社会的
特徴が明らかに～「厚み」指標と自然言語解析を用いたアレルギー領域
での世界初の研究結果～

【ポイント】
●日本の研究助成プログラムの成果論文は量や「研究の厚み」がある一方で、欧米の成果は質や国際共著
率がより高いことがわかりました。
●日本からはアレルギーの臨床研究や、精密医療、微生物叢などの外的因子と宿主因子との相互関係、さ
らに幼少児に関連した研究成果が多く生み出されていることもわかりました。これは、AMED が研究開発を
推進していること、厚生労働省が免疫アレルギー疾患研究 10 か年戦略の中で重点を置いて推進しているこ
となどが理由と考えられます。
●日本の研究成果は公共・メディア等へ届いているもののオープンアクセス（学術論文の無料公開）の割
合が低い一方で、欧米の研究成果は幅広い層に届いていたことが明らかになりました。日本の重要な研究
成果を国内外に効果的に伝えるための対策も重要だと言えます

Research impact analysis of international funding agencies in the realm of allergy and immunology
Adachi, Ogawa et al. Allergy, Feb 18, 2022,  https://doi.org/10.1111/all.15249
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